
交通事故の悲惨さを知ってください

世界道路交通被害者の日

９月２３日、横浜カーフリーデーの会場で行われた、世界道路交通被害者の日のＰＲイベント、キャンドルナイトの風景

　地球上のいたるところで、今日も発生している交通事
故。それによって奪われる命が、たった一年で１２０万
人にも及ぶことを、あなたは知っていますか。どんな戦
争や犯罪よりも、その残虐性は際だっています。
　イギリスに、ロードピースという交通事故の遺族の団
体があります。１９９３年、ロードピースは、毎年１１
月第３日曜日を 「道路交通被害者の日」と決めて、交通事

毎年、11月第 3日曜日は、国連で定めた世界道路交通被害者の日です。

　“World Day of Remembrance for Road Traffic 
Victims”　は直訳すれば、交通事故による犠牲者を追悼
する記念日ということになります。そのため当初は、「世
界交通事故犠牲者の日」と題されていました。しかし交
通事故の「事故」という言葉よりも、「犯罪」「事件｝の
方が適切だという議論があり、また「犠牲者」という言
葉については、自分の家族は「生け贄」になったのかと
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体があります。１９９３年、ロードピースは、毎年１１
月第３日曜日を “道路交通被害者の日” と決めて、交通事
故で奪われた命を悼むとともに、遺された家族の苦しみ
をいやし、さらにこの運動を通じて、交通事故の撲滅を
呼びかける活動を始めました。
　この運動は、波紋を広げるように、世界各地で執り行
われるようになりました。これに応えて国連総会は、２
００５年１０月、道路交通の安全性改善に関する決議を
採択しました。決議の中で、毎年１１月第３日曜日は “世
界道路交通被害者の日” と、正式に定められました。
　国連で議決されたにもかかわらず、日本ではこの行事
の実行はおろか、存在すら知らされることがありません
でした。京都の小児科医で、ご自身も交通死遺族である
今井博之さんがこの事実を発掘して、交通事故被害者団
体に賛同を求めたのが、日本における運動のスタートに
なりました。
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いう、遺族の感情的反発がありました。
　一方、日本における犯罪被害者学の第一人者である常
盤大学の諸澤英道先生からは、世界の犯罪被害者問題の
分野では、「Victim」という言葉は「犠牲者」と訳されて
おらず、「被害者」とするのが時代の通例であるとのご指
摘がありました。

　全国交通事故遺族の会では、このような理由から、「世
界道路交通被害者の日」という名称を用いて、このイベ
ントを実行します
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　おびただしい犠牲をもってしても、決して無くならない交通犯罪。全国交通事故遺族の会は、国連で議決された「世
界道路交通被害者の日」を挙行するにあたり、改めて交通犯罪の悲惨さを訴えるとともに、世界の隅々から、この忌ま
わしい交通犯罪を撲滅することを強く求めます。
　「痛い」「苦しい」と叫びながら、無念にも死んでいった人たちのこと、今も後遺障害で不自由な生活を強いられてい
る人たちのこと、さらには、平穏な生活を粉々にうち砕かれた遺族の存在を、この記念日をきっかけにして、すべての
人が思い起こしてください。
　交通事故という言葉が示すように、事故だから仕方がないという風潮が未だに改まっていません。それがゆえに、警
察の事件捜査がずさんになり、真相の解明や犯人の検挙率を低下させています。そして、法律やインフラの整備といった、
交通事故を劇的に減らすための諸策の遂行を停滞させています。
　交通事故は防ごうとすれば防ぐことのできる「犯罪」です。事故根絶を運転者だけに求めるのではなく、すべての人
たちが参画する全世界的運動をもって、この悪弊を根絶しようではありませんか。そしてお年寄りや子供たちが安心し
て暮らせる、調和のとれた車社会を目指していきましょう。

開会宣言 世界道路交通被害者の日

全国交通事故遺族の会が主催する、世界道路交通被害者の日の開催にあたり、この運動の提唱者である、イギリスの遺族団体
ロードピース　ブリジット・チョードリー会長から、激励のメッセージをいただきました。

全国交通事故遺族の会の皆さま
式典に参加する日本の皆さま　　

・交通事故は「事故」ではなく、「犯罪」です
・交通犯罪のもたらす悲惨さに、思いを馳せてください
・交通死者にも人権があります
・道路交通被害者の日を、政府主導の国民行事にしてください
・世界の遺族たち、連携して交通犯罪をなくしましょう

   ロードピースのスタッフの方々
真ん中の女性がＢ・チョードリー会長

１５年前スタートさせた「世界道路交通被害者の日」が、遠く日本にまで広がっ
たことを私たちは本当に素晴らしいことと思っています。世界各国の道路交通被
害者が連携するこの日がきっかけとなって、世界中のすべての人たちが、今も各
地で毎日起こされている交通事故に注目することになるでしょう。そしてこの大
量殺戮を一刻も早く終わらせるための、行動につなげていってくれるものと確信
しています。

ロードピース　創設者・会長
欧州道路交通犠牲者連盟　会長

ブリジット・チョードリー

私たちは、「世界道路交通被害者の日」の開催にあたり、以下のとおり宣言します
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